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情報のデザイン

秋田 寛
Kan  AKITA



　本論文は、コミュニケーションデザインの基本で

ある情報のこれからを、実例と現象をもとに探っ

ていく。

　有史以来、我々は絶えず情報をやりとりしてき

た。言葉による伝達はもちろん、石器時代は石に

絵柄や文字を書き、紙が発明されてからはよりコ

ンパクトになって遠方までその情報が知らされる

ようになった。

　17世紀にはドイツで世界最古といわれる日刊新

聞「新着雑報」が発刊され（注１）、幅広い地域に

向けて情報が連日発信されるようになる。さらに

18世紀、イギリスの産業革命によってもたらされ

た印刷技術の発展によって、様々な情報をより身

近に、手軽に入手できる時代がやってきた。その

間に電話が発明され、遠方にいる人物との会話が

可能になった。これにより、距離と時間という障

壁を情報は超えたのである。加えてラジオやテレ

ビといったメディアの登場により、情報はより鮮

明に、瞬時に入手できるようになっていく。

　現代の我々においての情報革命といえば、コン

ピュータにおけるインターネットにおいて他なら

ない。情報の受け手であると同時に送り手になり

得るこの新しいメディアに、企業も一般消費者も

飛びついた。「なかった昔には戻れない（注２）」

という言葉通り、我々はインターネットのない世

界には引き返せない。インターネット元年ともい

はじめに：現代における情報について
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われるWindows95が登場した 1995年から比較す

ると、コンピュータはより軽く小さくなり、情報

を送受信する環境はさらに整備されつつある。情

報を運ぶツールは、かように多種になり、進歩を

遂げてきた。それでは我々が本当に知りたい情報

を得やすくなってきているのかと言えば、多くの

疑問が浮かぶ。発信源が広くなっている分、的確

な情報にたどり着くルートも複雑になっている場

合がある。送り手である発信側が、新たなメディ

アを活用しきれていない点も課題である。

　コミュニケーションデザインは、情報を的確に

受け手に伝え、さらにデザインとしての高い完成

度を目指す考え方である。コミュニケーションデ

ザインが成立することは、すなわち情報がスムー

ズに送受信できることにつながる。新たなメディ

アの登場によって、新たな情報のあり方が問われ

ている現代においてこそ、コミュニケーションデ

ザインは重要な役割を担うのである。

若者たちでにぎわう東京・原宿の竹下通り。猥雑な情報の伝達が行われている。



On errors of case particles in normal Japanese speech

健常者の産出文に見られる格助詞の

誤用に関する一考察

井原浩子
Hiroko  Ihara



●抄録
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　日常よく見られる言い誤りは、文がどのような

過程を経て産出されるのかを検討する上で非常に

貴重な情報を提供する。言い誤りの分析に基づく

単語の検索や音韻レベルの処理に関しては英語、

オランダ語を始め日本語も含めて数多くの研究が

行われている。一方、統語レベルの誤りについて

は単語検索や音韻処理に比べるとあまり多くの研

究は行われておらず、日本語に関してもほとんど

研究が見られない。本稿では様々な自発話から著

者が収集した 100 余りの格助詞の誤りのうち、３

種類を取り上げ、Levelt et al.（1999）の文産出モ

デルに基づき、誤用がどの段階でどのように生じ

たのかを分析、検討することにより、これらの誤

用が示唆する３つの可能性を指摘する。誤用のグ

ループ１は、受身を表す接尾辞「られ」や「～て

いただく」等の補助動詞が文末にある文で、例と

しては「市民が安全に避難していただくために…」

等が挙げられる。グループ２は他動詞が使われて

おり、「を」が付加されるべき名詞句に「が」が付

加されている文で、例としては「こういった成分

が抽出する技術が発達したのが…」、または自動詞

が使われており「が」が付加されるべき名詞句に

「を」が付加されている文で、例としては「精一杯

悔いを残らないようにがんばってほしいです」等

が挙げられる。グループ３はグループ１、グルー

プ２以外の誤った格助詞代用を含む文で、例とし

ては「お客さんのニーズを対応するため…」、「机

に使われている接着剤が生徒の健康に害するので

はないか…」、「日本の付近には暖かい空気が被わ

れています」等が挙げられる。グループ１は、接

尾辞や補助動詞の持つ意味役割と文法格とのマッ

ピングが行われていないために誤用が生じている

ことから、主語が発話された段階ではまだ接尾辞

や補助動詞のレマが選択されていない、または概

念構造に接尾辞や補助動詞に相当する概念が含ま

れていない、という可能性を示唆している。グルー

プ２は主題の省略が関係している可能性が考えら

れることから、主題の省略という語用論的な要素

がメッセージレベルの概念構造に係わる可能性を

示唆している。グループ３には次の３種類の誤用

が含まれる：①発話された動詞の意味役割と文法

格のマッピングではなく、類似した概念を持つ他

の述語のマッピングを行っているために生じた誤

用、②人を表す名詞は主語になりやすいために生

じた誤用、③高頻度で使われる格助詞のパターン

（Xに Yが…　例：庭に池がある）が使われてい

るために生じた誤用。これらは、述語のレマがメ

ンタル・レキシコンから選択される前に文が発話

され始める場合に使われる格助詞は、使用頻度も

含めた格助詞の「用法」に依存しており、この種

の情報は述語が持つレマとは別に存在している可

能性を示唆している。



アウラと複製の狭間

加藤 茂
Shigeru  KATO



●抄録 　アウラ aura は、文字通りには生気・霊気・雰囲

気・香気・光輝などの意味だが、東洋の画論では「気

韻生動」に当たり、西洋の伝統的な美学では自己

完結性と調和と並ぶ、もう一つの美の要件になる

と考えられるから、芸術が依然として＜かたち＞

の表現である限り、＜かたち＞の＜いのち＞、造

形の属性としてのアウラを、美学は藪の中に放置

して済ますわけにはゆくまい。そして複製と引用

の文化、必ずしも従来の手描きの＜かたち＞で勝

負するわけではなくなったアートの時代では、ア

ウラは凋落せざるをえないが、これもまた美学に

は気になる問題なのだ。本文ではまず、アウラを

＜かたち＞の文字通りの＜いのち＞と考える諸思

想を吟味するなかで、本質的に曖昧なアウラの諸

特徴を記述する。ここ・いまの感覚的体験の直接

所与であるアウラは、したがって複製とは相容れ

ない、とベンヤミンは考えた。が、アウラ／複製

の対立図式の根底にあるオリジナル／コピーのそ

れを厳密に考えてみると、起源・元のものという

意味のオリジナルには、現物（モデル）と原典（原画・

原像）とが区別され、またなにかを再現・表象す

るコピーのほうも、なんらか表現的な要素をも含

む模倣（写実）と純然たる写しとしての模写とが区

別される。これらを区別しないと、議論は混線を

招く。オリジナルとコピーが類似の関係にあるこ

とはもちろんだが、類似は同一と差異の混成体で

あり、模倣が差異を戯れる類似なら、模写は同一

に近い類似と言えようか。原典は現物に対しては

コピーだが、模写に対してはオリジナルであり、

オリジナル／コピー図式は、それゆえ相対的でし

かない。写真や映画には、それが再現する現物は

あっても、模写と区別される原典はない。自己言

及的なテクストを造るアート、例えばシミュレー

ショニズムには、オリジナルがあるにはあるが、

それは現物ではなく原典である。シミュレーショ

ン時代では、オリジナルが見失われてコピーが独

り歩きし、コピーがオリジナルに先行する奇妙な

事態も生じる。いや、オリジナルがなければコピー

もなく、オリジナルともコピーともつかぬ第三者、

プラトン学校では劣等生に甘んじてきた simulacre

（作り物・紛い物）が現代の寵児にならんとしてい

る。従来の real でも un-real でもない、hyper-real が、

である。オリジナルの失墜に伴い、その勲章、ア

ウラも地に墜ちる。要するに、ベンヤミンの時代

ではまだ通用していたアウラ対複製の図式の崩壊

である。この後に、単純なアウラ復興でも複製礼

讃でもない、アウラと複製の共存・使い分けの時

代が続くのかどうか、定かではない。確かなのは、

十全な美的経験には依然としてアウラが欠かせな

いと同時に、現実を現実抜きで操作する時代が深

まっていることである。
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Consideration in class practice as synthetic learning

総合的な学習としての授業実践における考察

小林貴史
Takashi  KOBAYASHI
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●抄録 　本論では、平成 16 年度の東京造形大学「教職総

合演習Ⅰ・Ⅱ」の授業実践をもとに、教職課程の

授業としてのあり方を探ることをねらいとしてい

る。

　「総合的な学習の時間」に対応した「教職総合演

習Ⅰ・Ⅱ」では、各学校の実践事例にふれるだけ

ではなく、演習として学生自らが実践することに

よって、その学びの核となる課題解決型の学習の

プロセスへの理解を深めていけるようにしたいと

考えた。授業の実際では、４つの課題の演習を中

心に前期と後期を通して年間のカリキュラムを構

成した。

　課題１では、学生に自らの日常に目を向けさせ、

その中にある自分自身のこだわりに着目させるこ

とから、そこにある意味や価値についてあらため

て見つめていけるようにした。そして課題２にお

いては、日常の中にある問題意識をもとに自らの

課題を設定し、その課題解決を試みた。この課題

１から課題２への展開では、課題解決型の学習に

おいて自らの学習として主体的にその解決に取り

組むためには、学習者自身が課題を設定し、それ

に臨むことの重要性を演習を通してつかむことを

期待した。

　課題３においては、個人的な課題解決から見え

てきた新たな課題の延長に社会的な課題をとらえ

ていくこととした。ここで学生が設定した課題か

らは、他者から与えられたものにはない自分との

関係から見いだされてきた切実な社会へのまなざ

しが感じられる。そしてその解決に取り組むこと

は、総合的な学習に求められる資質や能力への理

解につながるものとなっていた。

　課題４では、これまでの学習者の立場から指導

者の立場としても総合学習をとらえ、実際の授業

を想定した学習指導案の作成を試みた。学習者と

指導者の両方の立場から総合学習を検討すること

によって、その指導に必要となる手だてや指導者

としての構えを学ぶこととなった。

　今回の授業実践からは、学生自らが活動するこ

とを通して「総合的な学習の時間」における授業

のあり方についての理解を深め、またその指導に

必要な指導者としての資質や能力を少しでも高め

られたことを期待している。また、大学における

教職課程の授業のあり方として、この実践での成

果と課題を次に生かしていきたいと思う。



Study on garden cities in germany
12. The essential qualities of the english garden cities with reference to green-imperialism and utopia-ideas

ドイツ田園都市の研究
  その 12　植物帝国主義とユートピア思想からみたイギリス田園都市の本質

長谷川 章
Akira  HASEGAWA



●抄録 　本研究は、ドイツにおいて 19 世紀末から 30 年

代にかけて展開した田園都市運動を対象とし、そ

の再解釈を目的としている。

　ドイツ田園都市運動はイギリスにおける田園都

市運動から直接の影響を受けて 20 世紀初頭から顕

著となり、後の大ジードルンクの建設へと継承さ

れていった経緯がある。このためドイツ田園都市

の歴史を理解するためには改めてイギリスの田園

都市が構想された歴史的背景を把握する必要があ

ると考えた。

　具体的に 1898 年を経て 1902 年にエーベネザー・

ハワードにより発表された田園都市構想『明日の

田園都市』を取り上げて検証する。まず田園都市

の問題を大きく「田園」と「都市」に分離して考

察を進める。なぜならばハワードの論理からは「田

園」と「都市」が融合する必然性が不明瞭である

からだ。

　まず「田園」の歴史を 17 世紀から検証する。す

ると崇高の美学や風景画による自然の美しさを積

極的に捉えようとする意識の萌芽から風景式庭園

が生み出された経緯が判明する。一方で風景式庭

園を寵愛したピューリタン革命の進歩派により植

民地政策が進められ、その過程で多くの海外の珍

しい植物が収集されて英国の庭園を飾っていく植

物帝国主義の歴史が明らかとなった。両者は 1851

年の万国博覧会パヴィリオン「水晶宮」として融

合する。

　次に「都市」の歴史を 16 世紀から検証する。す

なわちトーマス・モアの『ユートピア』にはじま

りピューリタン革命を経て敗北した保守派による

中世回帰の過程で生まれたユートピア社会主義の

一連の都市構想の歴史が認められる。それが 19 世

紀末に労働者階級の救済と中世芸術の復興として

再浮上し、ロバート・オーエンやフーリエによっ

て実験的な理想都市が建設されたのである。

　この両者の歴史の融合の結果としてハワードの

田園都市構想を位置付けた。

　第１章ではハワードの経歴と彼が発表した『明

日の田園都市』を解析し、「田園」と「都市」の関

係における問題提議を行った。

　第２章では「田園」について着目し、植物帝国

主義とイギリスの庭園文化の歴史について詳述し

た。植生の貧困なイギリスが植民地政策と並行し

て海外の植物を収集し、それが貴族のカントリー

ハウスのインテリアを装飾する歴史過程や、グラ

ンドツアーで獲得した風景画への美意識から風景

式庭園が生み出され、ピューリタンにより広めら

れ中産階級の郊外ヴィラの庭へと反映されていく

歴史過程を説明した。

　第３章では「都市」について着目し、ユートピ

ア思想と中世主義の歴史について詳述した。16 世

紀のトーマス・モアによる『ユートピア』を嚆矢

とし、宗教改革から 17 世紀のピューリタン革命を

経てイギリスに特有の理想社会を追求するユート

ピア社会主義の歴史があり、19 世紀末にモリスの

『ユートピアだより』へと至った歴史過程を説明し

た。特異な点として、理想社会を過去の中世に求め、

ゴシック・リヴァイヴァル運動やギルドによる工

芸運動であるモリスのアーツ・アンド・クラフツ

運動へと結実したことを説明した。

　第４章では実現された田園都市を通して浮上し

た、ハワードの田園都市に託された理念と都市空

間の齟齬を、第２章と第３章の歴史的検証をもと

に指摘した。そしてイギリス田園都市が当時の大

英帝国の植民地都市政策と表裏の関係にあること

を指摘した。

　第５章ではイギリスとドイツの田園都市を比較

検討し、田園都市という概念が生まれる前の歴史

的背景については両国において大きく異なること

を指摘した。その一方で、ドイツのナチスの時代

における東欧支配とイギリスの植民地支配におけ

る田園都市構想の果たした役割を述べ、本質的な

両国の共通点として田園都市に被支配的構造が内

在されている点を指摘した。

　結論として第１章から第５章を要約した。
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『砂』

　
「
砂
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
絵
画
制
作
を
始
め
て
か
ら
二
十
三
年
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
テ
ー
マ
を
ま
だ
終
わ
ら
せ
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
迎
え
る
た
め
に
今
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
作
品
を
、『
砂
』
一
〇
〇
号
二
十
六
枚
連
作
の
集
大
成
と
し
て
ひ
と
ま
ず
こ
こ
に
ま
と
め
る
こ

と
に
し
た
。

　

私
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
意
識
す
る
と
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
対
象
か
ら
送
り
込
ま
れ
る
サ
イ
ン
に
影

響
さ
れ
な
が
ら
生
き
て
い
る
。
対
象
つ
ま
り
、
自
然
や
外
部
な
し
に
、
全
く
孤
独
に
生
き
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
し
て
そ
の
中
で
自
分
の
存
在
感
を
得
る
た
め
、
私
は
こ
の
対
象
を
砂
の
姿
に
置
き
換
え
そ
れ
を

借
り
て
今
ま
で
制
作
を
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
対
象
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
の
か
、
ま
た
そ
の
た

め
の
方
法
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
と
い
う
の
が
、
私
の
絵
描
き
と
し
て
の
基
本
的
な
課
題
で
あ
る
。

　

世
界
各
国
の
砂
丘
を
歩
き
回
っ
て
き
た
。
砂
丘
は
た
え
ず
運
動
し
、
一
瞬
た
り
と
も
停
止
す
る
こ
と
が

な
く
そ
の
姿
や
性
格
を
変
え
て
い
る
。
何
処
の
国
の
砂
丘
を
歩
い
て
い
て
も
、
砂
は
い
つ
も
い
ろ
い
ろ
な

形
で
私
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
。

　

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
の
砂
は
、
花
が
開
く
よ
う
に
美
し
い
光
を
放
ち
、
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
瞬
き
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
砂
は
、
こ
の
世
の
全
て
の
音
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
時
間
ま
で
を

も
吸
収
し
て
し
ま
い
、
私
の
心
を
空
っ
ぽ
に
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
荒
涼
と
し
た
よ
り
ど
こ
ろ
な
い
混
沌

の
中
で
息
絶
え
絶
え
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
中
国
の
砂
を
見
る
と
、私
に
攻
撃
心
を
奮
い
立
た
せ
る
。
ま
た
、

剣
の
よ
う
に
切
り
立
ち
燃
え
て
い
る
よ
う
な
真
っ
赤
な
南
ア
フ
リ
カ
の
砂
と
き
た
ら
、
天
国
か
地
獄
の
ど

ち
ら
か
に
遂
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
私
に
錯
覚
を
起
こ
さ
せ
る
の
だ
。

　

そ
し
て
ど
ん
な
時
で
も
何
処
の
砂
で
も
、
な
に
よ
り
も
心
を
打
た
れ
た
こ
と
は
、
砂
が
す
べ
て
を
排
除

し
て
、純
粋
に
そ
れ
自
体
だ
け
の
世
界
を
保
ち
続
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
こ
と
で
あ
る
。
砂
自
身
が
、

み
ず
か
ら
の
存
在
に
対
す
る
確
信
の
も
と
、
彼
方
な
る
も
の
を
含
め
、
全
て
を
無
化
、
す
な
わ
ち
「
透
明
化
」

し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
砂
が
描
く
荒
々
し
く
力
強
い
、
あ
る
い
は
悲
し
い
ま
で
も
美
し
く
せ
つ
な
い
姿
が
幾
重
に

も
連
な
っ
て
い
る
形
相
、
こ
れ
こ
そ
が
、
私
が
長
年
求
め
て
い
た
「
透
明
な
か
た
ち
」
に
違
い
な
い
と
思
っ

た
。
こ
の
『
砂
』
一
〇
〇
号
二
十
六
枚
連
作
が
『
透
明
感
の
あ
る
形
象
』
と
し
て
完
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。
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